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局
と
中
部
整
備
局
の
取
組
が
重
要
」「
苗
木
は

連
携
し
て
進
め
な
い
と
需
給
調
整
が
困
難
に
な

る
。」
な
ど
今
後
の
課
題
と
連
携
の
効
果
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
事
業
及
び
関
連
情
報
の
共
有
や
技
術

の
開
発
・
普
及
に
関
す
る
連
携
、
森
林
共
同
施

業
団
地
の
設
定
、
中
部
局
が
実
施
す
る
イ
ベ
ン

ト
や
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
へ
の
中
部
整
備
局
の
参

加
な
ど
引
き
続
き
連
携
し
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
、
第
一
回
の
会
議
を
終
了
し
ま
し
た
。

 ［
木
曽
署
・
ふ
れ
セ
ン
・
技
術
普
及
課
］

　

木
曽
谷
の
林
業
・
林
産
業
を
普
及
す
る
と
と

も
に
、
木
曽
復
興
支
援
に
も
資
す
る
こ
と
を

目
的
に
、（
一
社
）
信
州
・
長
野
県
観
光
協
会
、

当
局
及
び
木
曽
広
域
連
合
が
協
力
し
て
「
木
曽

ヒ
ノ
キ
の
郷
巡
り
」
ツ
ア
ー
を
、
二
月
二
十
一

日
～
二
十
二
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

木
曽
川
下
流
域
の
方
々
を
中
心
に
参
加
を
呼

び
か
け
、
名
古
屋
市
を
は
じ
め
と
し
た
愛
知

県
、
三
重
県
、
東
京
都
、
長
野
県
か
ら
総
勢

二
十
四
名
の
方
々
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

名
古
屋
事
務
所
発
着
の
貸
切
バ
ス
等
で
集
合

し
た
一
行
は
、
始
め
に
上
松
町
の
製
材
工
場

「
池
田
木
材
株
式
会
社
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

木
曽
署
職
員
か
ら
人
工
林
ヒ
ノ
キ
の
ブ
ラ
ン

ド
「　
　

 

木
曽
ひ
の
き
」
の
紹
介
が
行
わ
れ
、

同
社
の
池
田
聡
寿
社
長
か
ら
は
人
工
ヒ
ノ
キ
と

天
然
ヒ
ノ
キ
の
丸
太
を
前
に
、
年
輪
の
詰
ま
り

の
違
い
な
ど
、
木
曽
山
の
歴
史
を
織
り
交
ぜ
た

丁
寧
な
お
話
が
あ
り
、
参
加
者
は
実
際
に
木
材

に
触
れ
な
が
ら
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。

　

製
材
工
場
内
で
は
、
木
の
個
性
を
活
か
す
た

め
の
緻
密
な
計
算
の
も
と
で
製
材
し
て
い
る
と

聞
き
、
皆
さ
ん
カ
メ
ラ
を
構
え
な
が
ら
木
を
敬

う
姿
勢
と
そ
の
技
術
に
感
嘆
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
ヒ
ノ
キ
の
端
材
の
お
土
産
と
共
に

工
場
前
で
池
田
社
長
が
伸
び
や
か
な
声
で
「
木

遣
り
歌
」
を
披
露
さ
れ
、
参
加
者
全
員
で
掛
け

声
を
合
わ
せ
る
楽
し
い
一
幕
も
あ
り
ま
し
た
。

　

木
曽
福
島
の
旧
帝
室
林
野
局
木
曽
庁
舎
「
御

料
館
」
で
は
、
木
曽
町
観
光
協
会
か
ら
の
ご
厚

意
で
名
物
の
「
す
ん
き
汁
」
の
無
償
提
供
が
あ

り
、「
こ
の
酸
味
は
ク
セ
に
な
る
。
買
っ
て
帰

り
た
い
。」
と
の
声
が
聞
か
れ
る
な
ど
、
地
元

の
手
作
り
弁
当
と
共
に
、
木
曽
の
伝
統
の
味
も

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
館
内
の
案
内
後
は
、
長
野
県
林
業
大

学
校
の
学
生
四
名
と
木
曽
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進

セ
ン
タ
ー
職
員
二
名
の
専
用
キ
ッ
ト
で
、
安
全

な
ヒ
ノ
キ
の
箸
づ
く
り
体
験
を
指
導
の
下
、
実

施
し
ま
し
た
。

　

王
滝
村
の
宿
泊
施
設
で
は
、
王
滝
観
光
総
合

事
務
所
か
ら
依
頼
さ
れ
た
小
谷
宗
司
氏
に
よ

り
、「
御
嶽
山
の
薬
草
や
植
物
に
つ
い
て
」
と

題
し
、
王
滝
村
の
自
然
の
魅
力
な
ど
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
こ
の
季
節
で
は
珍
し
い
雨
模
様

と
な
っ
た
た
め
、
予
定
し
て
い
た
油
木
美
林
の

散
策
を
急
遽
取
り
止
め
、
宿
か
ら
近
い
王
滝
村

の
冬
の
名
所
「
清
滝
」
の
迫
力
あ
る
氷
瀑
を
見

学
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
三
岳
～
開
田
高
原
を
周
り
、
名
物

の
蕎
麦
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
味
わ
い
、
最
後

は
木
曽
町
観
光
協
会
の
ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内

で
、
福
島
宿
の
歴
史
や
木
の
文
化
に
触
れ
る
散

策
を
楽
し
み
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
違
う

季
節
に
も
訪
問
し
た
い
。
伐
採
体
験
や
伐
採
現

場
の
見
学
に
も
参
加
し
て
み
た
い
と
の
要
望
も

い
た
だ
き
、
林
業
へ
の
関
心
を
高
め
る
と
と
も

に
、
木
曽
の
良
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
い
た
有
意

義
な
二
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

 

［
富
山
署
］
二
月
十
九
日
、
富
山
署
に
お
い
て

第
三
次
雲
ノ
平
植
生
復
元
事
業
計
画
の
策
定
に

係
る
検
討
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
雲
ノ
平
植
生

復
元
事
業
は
、
平
成
二
十
年
度
～
二
十
二
年
度

を
第
一
次
計
画
、
平
成
二
十
四
年
度
～
二
十
六

年
度
を
第
二
次
計
画
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、

本
年
度
が
第
二
次
の
計
画
期
間
の
最
終
年
度
と

な
り
ま
す
。

木
曽
・
王
滝
支
援
イ
ベ
ン
ト

～
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
郷
巡
り
～
を
開
催

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

会議の様子

完成した箸を手に記念撮影

池田木材で説明を受ける参加者

第
三
次
雲
ノ
平
植
生
復
元
事
業
計
画
の

策
定
関
係
機
関
と
雲
ノ
平
植
生

　
　
　復
元
事
業
検
討
委
員
会
を
開
催
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こ
の
た
め
、
昨
年
の
九
月
九
日
か
ら
十
一
日

に
か
け
て
実
施
し
た
現
地
検
討
会
を
踏
ま
え
、

第
三
次
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
検
討
委
員
会

を
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

出
席
者
は
昨
年
九
月
に
現
地
検
討
会
に
参
加

し
て
い
た
だ
い
た
東
京
農
業
大
学
、
薬
師
岳
雲

ノ
平
保
護
管
理
協
議
会
（
雲
ノ
平
山
荘
）、
環

境
省
立
山
自
然
保
護
官
、
富
山
県
自
然
保
護

担
当
者
、
富
山
市
科
学
博
物
館
及
び
市
担
当

者
（
大
山
総
合
行
政
セ
ン
タ
ー
）
等
、
総
勢

十
三
名
と
な
り
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
、
平
成

二
十
六
年
度
の
植
生
復
元
事
業
報
告
及
び
当
初

事
業
か
ら
の
六
箇
年
の
総
括
の
報
告
に
続
き
、

第
三
次
（
平
成
二
十
七
年
度
～
平
成
二
十
九
年

度
）
計
画
（
案
）
及
び
事
業
実
行
に
係
る
許
認

可
申
請
関
係
の
確
認
や
、
各
関
係
機
関
の
役
割

な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
三
次
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
は
、
未
だ
植

生
復
元
が
進
ん
で
い
な
い
「
祖
父
岳
分
岐
」
か

ら
「
日
本
庭
園
」
ま
で
の
約
三
、八
○
○
平
方

㍍
を
対
象
地
と
し
て
計
画
さ
れ
、
引
き
続
き
現

行
の
施
工
方
法
同
様
に
、
現
地
の
地
形
等
に
合

わ
せ
た
細
や
か
で
丁
寧
な
施
工
方
法
で
行
う
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
か
ら
第
三
次
計
画
が
終
了
す
る

と
約
十
年
と
な
り
、
事
業
結
果
の
成
果
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
だ
け
の
面
積
を
実
行

し
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
現
地
の
荒

廃
状
況
に
応
じ
て
、
こ
の
場
所
で
は
こ
の
様
な

施
工
方
法
が
復
元
効
果
が
大
き
い
等
の
結
果
が

得
ら
れ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
の
意
見
が
出

さ
れ
、
調
査
内
容
の
検
討
を
含
め
三
月
末
ま
で

に
「
第
三
次
事
業
計
画
（
案
）
」
を
修
正
し
策

定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
検
討
委
員
会
を
通
じ
、
今
後
の
実
行
体

制
の
あ
り
方
等
、
関
係
機
関
と
の
連
携
の
方
向

や
課
題
に
対
す
る
情
報
の
共
有
も
図
ら
れ
た
検

討
委
員
会
と
な
り
ま
し
た
。

 

［
木
曽
署
］
二
月
十
二
～
十
三
日
、
木
曽
署
管

内
に
お
い
て
、
木
曽
地
方
事
務
所
、
王
滝
村
、

中
部
森
林
管
理
局
、
南
木
曽
支
署
か
ら
七
十
一

名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、「
森
林
総
合
研
究
所

と
の
技
術
交
流
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

木
曽
地
域
の
国
有
林
は
、
国
内
で
も
有
数
の

木
材
生
産
地
で
木
曽
ヒ
ノ
キ
を
は
じ
め
と
す
る

天
然
林
や
高
齢
級
人
工
林
等
が
生
育
し
て
い

る
ほ
か
、
三
十
年
前
に
発
生
し
た
長
野
県
西
部

地
震
の
災
害
箇
所
（
王
滝
村
）
の
復
旧
状
況
な

ど
、
研
究
機
関
や
研
究
者
に
と
っ
て
非
常
に
興

味
深
い
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
様
々
な
調
査
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
研
究
は
木
曽
谷
森
林
計
画
区

の
管
理
経
営
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
平
成
二
十
三
年
度
よ
り
学
術
と
行
政
と

の
技
術
交
流
を
通
じ
て
相
互
に
木
曽
谷
の
森
林

の
保
全
・
整
備
に
関
す
る
知
見
や
課
題
の
共
有

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
本
交
流
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

初
日
は
、
木
曽
署
多
目
的
ホ
ー
ル
で
発
表
会

を
行
い
、
森
林
総
研
か
ら
①
長
野
県
西
部
地
震

に
よ
り
発
生
し
た
岩
屑
流
発
生
跡
地
の
三
十
年

後
の
土
壌
、
植
生
の
回
復
状
況
等
三
課
題
、
②

木
曽
ヒ
ノ
キ
天
然
更
新
に
係
わ
る
サ
サ
の
抑
制

効
果
及
び
更
新
試
験
、
赤
沢
木
曽
ヒ
ノ
キ
林
の

直
近
六
十
年
間
の
生
長
解
析
な
ど
三
課
題
、
国

有
林
か
ら
は
、
①
高
齢
級
人
工
林
ヒ
ノ
キ
の
ブ

ラ
ン
ド
化
、
②
民
国
連
携
に
よ
る
木
曽
地
域
の

林
業
再
生
の
取
組
、
③
温
帯
性
針
葉
樹
林
の
保

存
・
復
元
に
向
け
た
取
組
（
木
曽
悠
久
の
森
）

の
３
課
題
を
発
表
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

発
表
会
終
了
後
は
、
宿
泊
場
所
で
あ
る
王
滝

村
の
民
宿
に
移
動
し
、
お
酒
を
酌
み
交
わ
し
な

が
ら
森
林
や
林
業
に
ま
つ
わ
る
情
報
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
長
野
県
西
部
地
震
（
御
嶽
崩

れ
）
災
害
跡
地
に
お
け
る
森
林
総
研
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
査
結
果
に
関
す
る
分
析
を
行
い
、
当
署

か
ら
災
害
後
三
十
年
間
の
災
害
復
旧
の
歩
み

と
、
昨
年
九
月
二
十
七
日
に
発
生
し
た
御
嶽
山

噴
火
災
害
へ
の
対
応
を
報
告
す
る
な
ど
し
、
二

日
間
の
技
術
交
流
会
を
終
え
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
交
流
会
は
昨
年
の
十
月
六
～
七
日

で
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
御
嶽
山
の
噴
火
に

よ
り
見
合
わ
せ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
、
森
林
総
合
研
究
所
を
は
じ
め
関
係
す

る
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
王
滝
村

で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

「
森
林
総
合
研
究
所
と
の
技
術
交
流
会
」

～
相
互
の
知
見
・
認
識
の
向
上
を
め
ざ
し
て
～

御嶽崩れの現況（展望台より）

現地見学箇所での意見交換風景

検討委員会の様子
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［
南
信
署
］
一
月
二
十
三
日
、
信
州
大
学
農
学

部
森
林
科
学
科
二
年
生
を
中
心
と
す
る
学
生

三
十
五
名
を
対
象
に
職
場
説
明
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
例
年
信
州
大
学
か

ら
の
要
望
を
受
け
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
署
長
の
国
有
林
野
事
業
の
概
要
説

明
を
始
め
、
森
林
官
や
森
林
整
備
官
等
に
よ
る

各
担
当
す
る
業
務
内
容
、
林
野
庁
の
採
用
情

報
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

情
報
等
に
つ
い
て
、
職
員
十
一
名
で
説
明
を
行

い
ま
し
た
。

　

説
明
終
了
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
特
に
木
材

の
安
定
供
給
や
食
害
対
策
に
つ
い
て
の
質
問
が

寄
せ
ら
れ
、
職
員
の
回
答
に
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
終
了
後
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

学
生
か
ら
「
職
場
説
明
会
に
対
す
る
人
数
の
か

け
方
に
熱
意
を
感
じ
た
。」「
公
務
員
は
様
々
な

分
野
の
能
力
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。」「
公

務
員
は
事
務
職
の
み
と
思
っ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
現
場
で
の
仕
事
が
あ
る
こ
と
は
意
外
だ
っ

た
。」
と
い
っ
た
意
見
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
意
見
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、

実
際
に
働
い
て
い
る
職
員
の
話
を
聞
け
る
こ
と

が
公
務
員
の
仕
事
に
対
す
る
印
象
の
変
化
や
、

国
有
林
野
事
業
へ
の
興
味
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
話
を
聞
い
た
学
生
の
中
か
ら
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
参
加
や
そ
の
先
の
林

野
庁
へ
の
就
職
へ
と
つ
な
が
る
よ
う
な
学
生
が

出
て
く
る
こ
と
に
も
期
待
を
し
な
が
ら
、
今
後

も
こ
の
説
明
会
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

 

［
中
信
署
］
三
月
三
日
、
静
岡
大
学
教
育
学
部

付
属
浜
松
中
学
校
一
年
生
八
名
が
来
署
し
ま
し

た
。

　

浜
松
中
学
校
で
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間

を
「
ラ
イ
フ
タ
イ
ム
」
と
称
し
て
様
々
な
職
場

を
訪
問
す
る
こ
と
で
生
徒
自
身
の
興
味
・
関
心

に
応
じ
、
課
題
を
追
求
し
て
自
分
の
生
き
方
・

あ
り
方
を
考
え
る
学
習
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、
生
徒
た
ち
は
浜
松
と
長
野
県
中
信
地

区
と
の
林
業
の
違
い
や
、
自
然
を
守
る
人
の
生

き
方
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
テ
ー
マ
に
職
場
を

訪
れ
ま
し
た
。

　

吉
野
署
長
か
ら
の
管
内
概
要
説
明
と
経
験
談

に
生
徒
た
ち
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
保
存
的
自
然
保
護
と
現
状
維
持
的
自

然
保
護
の
違
い
の
説
明
に
つ
い
て
は
専
門
用
語

が
多
い
中
、
一
生
懸
命
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し

た
。

　

短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
将
来
、
ど

の
よ
う
な
大
人
に
な
る
か
を
模
索
す
る
多
感
な

世
代
に
向
け
て
、「
森
林
作
り
＝
人
作
り
」
の

大
切
さ
を
通
し
て
、
人
生
の
先
輩
と
し
て
エ
ー

ル
を
お
く
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
記
念
と
し
て
、
各
生
徒
に
『
光
陰
如

矢
（
光
陰
矢
の
如
し
：
時
間
を
大
切
に
）
』
な

ど
の
格
言
を
書
い
た
色
紙
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

今
回
の
訪
問
を
終
え
ま
し
た
。

 ［
北
信
署 

水
内
森
林
事
務
所
］

森
林
官
　
内
藤 

貴
幸

　

水
内
森
林
事
務
所
の
位
置
す
る
栄
村
は
豪
雪

地
帯
で
あ
り
、
事
務
所
か
ら
徒
歩
五
分
の
所
の

Ｊ
Ｒ
森
宮
野
原
駅
に
は
日
本
最
高
積
雪
地
点

（
昭
和
二
十
年
積
雪
七
・
八
五
㍍
）
の
標
柱
が

建
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
積
雪
量
が
例
年
よ
り
多
く
二
月
時

点
で
、
そ
の
標
柱
の
半
分
は
雪
で
埋
ま
っ
て
い

ま
す
。

森林官業務について説明する伊那里首席森林官

質疑応答の様子

吉野署長の概要説明を聞く生徒

標柱の前に立つ森林官

「
中
学
生
が
職
場
に
や
っ
て
き
た
」

シ
リ
ー
ズ

﹁
森
林
官
か
ら
の
便
り
﹂

信
州
大
学
生
へ
の

�

職
場
説
明
会
を
実
施
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平
成
二
十
三
年
三
月
十
二
日
の
長
野
県
北
部

地
震
で
は
栄
村
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
そ
の

被
害
に
よ
り
森
林
事
務
所
が
全
壊
し
た
た
め
、

平
成
二
十
五
年
三
月
に
新
し
く
森
林
事
務
所
を

建
て
替
え
ま
し
た
。

　

水
内
森
林
事
務
所
の
管
轄
面
積
は
、
栄
村
・

山
ノ
内
町
の
国
有
林
で
一
七
、一
六
七
㌶
で
す
。

　

大
ま
か
に
区
分
す
る
と
、
千
曲
川
を
挟
ん
で

北
と
南
に
分
か
れ
て
お
り
、
北
は
野
々
海
高
原

に
代
表
さ
れ
る
中
山
峰
国
有
林
。
南
は
秘
境
・

秋
山
郷
に
代
表
さ
れ
る
赤
石
沢
国
有
林
、
鳥
甲

国
有
林
、
奥
志
賀
高
原
を
含
む
岩
菅
国
有
林
で

す
。

　

栄
村
の
国
有
林
は
比
較
的
な
だ
ら
か
な
林
地

で
大
部
分
を
ス
ギ
が
占
め
、
奥
山
は
ブ
ナ
を
主

体
と
し
た
広
葉
樹
林
で
す
。
貴
重
な
自
然
と
生

態
系
を
保
護
す
る
た
め
、
月
夜
立
特
定
地
理
等

保
護
林
、
苗
場
山
湿
原
植
物
群
落
保
護
林
、
佐

武
流
山
周
辺
森
林
生
態
系
保
護
地
域
等
が
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

事
務
所
の
主
な
業
務
と
し
て
今
年
度
は
、
森

林
整
備
事
業
（
四
二
㌶
）
や
製
品
生
産
事
業

（
三
七
㌶
）
の
実
行
に
伴
い
、
そ
の
監
督
を

行
っ
て
い
ま
す
。
豪
雪
地
帯
の
樹
木
は
、
極
度

な
根
曲
が
り
で
打
ち
出
し
部
分
が
他
地
域
よ
り

多
く
あ
り
ま
す
が
、
栄
村
の
北
野
天
満
温
泉
の

木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
や
長
野
市
の
い
い
づ
な

お
山
の
発
電
所
等
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
等

に
も
利
用
さ
れ
、
林
地
残
材
の
有
効
利
用
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
地
内
に
生
育
す
る
広
葉
樹
の
大

径
材
の
販
売
に
力
を
入
れ
、
そ
の
よ
う
な
木
が

あ
れ
ば
署
へ
連
絡
し
、
有
利
に
委
託
販
売
で
き

る
よ
う
採
材
に
気
を
つ
け
搬
出
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
と
の
繋
が
り
と
し
て
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
信
越
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ
」
と
「
関
田
ト
レ
イ

ル
」
の
維
持
管
理
等
活
動
に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
、
今
年
度
は
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
沿
い

の
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
に
よ
る
枯
損
木
伐

採
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
毎
年
行
わ
れ
る
栄
村
観
光
協
会
の
総

会
や
遭
対
協
総
会
、
秋
山
郷
山
開
き
、
野
々
海

池
大
明
神
祭
等
に
出
席
し
、
市
町
村
関
係
者

や
、
地
元
住
民
の
方
々
と
意
見
交
換
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
二
十
六
年
十
二
月
に
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

協
会
よ
り
、
苗
場
山
周
辺
が
苗
場
山
麓
ジ
オ

パ
ー
ク
と
し
て
認
定
が
さ
れ
ま
し
た
。
苗
場
山

周
辺
の
国
有
林
も
見
所
の
ス
ポ
ッ
ト
と
な
る
た

め
、
今
後
は
ジ
オ
パ
ー
ク
保
全
部
会
等
に
参
加

し
多
く
の
人
々
に
国
有
林
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

 

最
後
に
、
当
事
務
所
に
は
森
林
技
術
員
等

が
い
な
い
た
め
、
人
手
が
い
る
調
査
等
は
署
や

近
隣
の
森
林
事
務
所
（
木
島
平
、
野
沢
）、
臨

時
作
業
職
員
と
一
緒
に
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
連
絡
調
整
を
密
に
し
、
応
援
協
力
し

合
い
な
が
ら
、
安
全
第
一
で
明
る
く
元
気
に
現

場
業
務
を
遂
行
し
て
い
き
ま
す
。

◎
第
一
回
森
林
管
理
署
長
等
会
議

　

４
月
16
日
～
17
日　

 

中
部
局

◎
生
産
・
販
売
事
業
担
当
者
会
議

　

４
月
21
日
～
22
日　

 

中
部
局

署職員等と協力して休憩所の雪下ろし

栄村森林組合が実施している
根曲がり材を使ったチップの作成

関田トレイルの危険木処理ジオパークに認定された苗場山

人
の
う

ご
き

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　
故
　
奥
原
　
豊
氏

木
曽
署 

開
田
森
林
事
務
所 

森
林
技
術
員

　
森
林
技
術
員
　
奥
原 

豊
氏
（
五
十
八
歳
）

は
三
月
十
一
日
に
、
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
奥
原
氏
は
、
王
滝
営
林
署
、
木
曽
森
林

管
理
署
に
勤
務
さ
れ
、
活
躍
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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◆
糸
魚
川
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク

　

糸
魚
川
市
は
日
本
を
東
西
に
分
断
す
る
大
地

溝
帯
「
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
」
の
西
縁
に
位
置

し
、
特
異
な
地
形
・
地
質
に
巡
り
会
え
る
貴
重

な
地
域
で
す
。

　

自
然
環
境
の
保
全
、
教
育
へ
の
活
用
、
ジ
オ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
、
地
域
振
興
へ
の
寄
与

等
、
そ
こ
で
芽
生
え
る
文
化
と
と
も
に
大
地
の

遺
産
と
し
て
、
二
〇
〇
九
年
日
本
で
初
め
て
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、

糸
魚
川
ジ
オ
パ
ー
ク
に
は
二
十
四
の
ジ
オ
サ
イ

ト
（
見
学
地
）
が
設
定
さ
れ
、
日
本
列
島
誕
生

の
歴
史
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
糸
魚
川
駅
発
着
の
ガ
イ
ド
付
き
定
期

観
光
バ
ス
「
糸
魚
川
ジ
オ
ま
ー
る
号
」
が
定
期

的
に
コ
ー
ス
を
変
え
て
運
行
さ
れ
て
お
り
、
三

月
十
四
日
～
二
十
九
日
ま
で
は
天
下
の
険
と
し

て
知
ら
れ
る
国
の
名
勝
「
親
不
知
」
や
フ
ォ
ッ

サ
マ
グ
ナ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
を
巡
る
「
松
尾

芭
蕉
の
史
跡
め
ぐ
り
コ
ー
ス
」
が
運
行
予
定
で

す
。

　
◆
ヒ
ス
イ
と
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

ヒ
ス
イ
は
古
代
か
ら
装
飾
品
と
し
て
珍
重
さ

れ
、
こ
こ
糸
魚
川
地
域
が
日
本
最
大
の
産
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。
佐
賀
県
の
吉
野
ヶ
里
遺
跡
や

青
森
県
の
三
内
丸
山
遺
跡
で
出
土
し
た
ヒ
ス
イ

製
品
も
糸
魚
川
産
で
し
た
。
今
で
も
ヒ
ス
イ
の

原
石
を
求
め
て
姫
川
沿
い
や
海
岸
を
散
策
す
る

人
々
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
ま
す
。
見
つ
か
る
石

の
種
類
は
日
本
一
と
か
。

　

そ
ん
な
鉱
物
の
魅
力
を
深
く
理
解
で
き
る
の

が
年
間
六
万
人
以
上
が
訪
れ
る
人
気
の
博
物
館

「
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
で
、
三

月
九
日
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

珠
玉
の
ヒ
ス
イ「
翠
の
雫
」
の
展
示
を
は
じ
め
、

鉱
物
標
本
な
ど
が
映
像
資
料
を
交
え
て
わ
か
り

や
す
く
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
史
長
者
ケ
原
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

ヒ
ス
イ
の
加
工
道
具
や
土
器
・
石
器
な
ど
を
展

示
す
る
長
者
ケ
原
考
古
館
も
隣
接
し
て
い
ま
す

の
で
併
せ
て
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
ア
ク
セ
ス
方
法

●
糸
魚
川
へ
は

　

長
野
市
か
ら
北
陸
新
幹
線
で
三
六
分

　

松
本
市
か
ら
大
糸
線
で
三
時
間
半

●
高
浪
の
池

　

北
陸
自
動
車
道
糸
魚
川
Ｉ
Ｃ
下
り
て
四
〇
分

●
定
期
観
光
バ
ス「
ジ
オ
ま
ー
る
号
」

　

駅
ア
ル
プ
ス
口
バ
ス
乗
場
か
ら
土
日
祝
運
行

●
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

北
陸
自
動
車
道
糸
魚
川
Ｉ
Ｃ
下
り
て
五
分

◆
北
陸
新
幹
線
開
業

　

平
成
二
十
七
年
三
月
十
四
日
、
北
陸
新
幹

線
、
長
野
・
金
沢
間
が
開
業
し
ま
し
た
。
糸
魚

川
市
に
は
列
車
名
「
は
く
た
か
」
が
一
時
間
に

一
本
程
度
で
発
着
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
糸
魚

川
～
東
京
間
の
上
り
列
車
が
現
行
の
最
速
所
要

時
間
を
約
三
〇
分
短
縮
さ
れ
二
時
間
四
分
と
な

り
、
下
り
列
車
の
最
速
は
一
時
間
五
九
分
と
な

り
ま
す
。

光を透過し輝くヒスイ

糸静構造線の断層露頭上質な巨大ヒスイ「翠の雫」

夕日に映える北陸新幹線高架橋

高浪の池と石灰岩からなる明星山


